
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

指標

指標

0

一般財源 182 953 7,580

地方債 0 0 0

その他 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

事業費の合計（千円） 182 953 7,580

0 0

維持

参加者数 人 80 800 500 200 事業 維持
4

環境フェア（環境講演会）開催事業 158 754 600 予算

維持

協議会開催数 回 3 3 2 3 事業 維持
3

エコアイランド推進協議会 24 0 0 予算

- - - - - - 事業 維持

3 事業 維持

2
環境基本計画策定事業 0 0 6,551 予算 減額

予算 減額

目標（成果）指標名 単位

会議開催数 回 0 3 2

重点
細事
業事業の方向性

1
環境審議会運営事業 0 199 429

枝
番

細事業名
H26

決算額
H27

決算額
H28当初
予算額

H29以降の
予算の方向性

H26実績値 目標値 実績値 H28目標値

800 800
2年に一度開催

200 - -
2年に一度開催

環境フェア参加者数
人 - 800 500 -

実績値

環境講演会参加者数
人 80 - -

目標（成果）指標名
単位

26年度
実績値

27年度（評価年度） 28年度
目標値

29年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 環境審議会、市民、事業者等

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

・環境審議会を開催し、現行計画の進捗状況を報告し、意見聴取を行い、次期環境基本計画の策定の基礎とする。
・「佐渡市の環境」の活用やイベント開催により、市民、事業者等に対する環境保全に対する意識啓発を促す。
・環境基本計画に掲げる関係各課の取組みの進捗管理を行い、施策に反映させる。

Do

H28施政方針 該当無し H28：重点●政策○ -

事業
概要

環境審議会において、環境基本計画の進捗管理を行い、次期計画策定の基礎とする。市内の環境について、関連部署と
連携し、現状把握を行うため「佐渡市の環境」を作成する。また,市民団体となるエコアイランド推進協議会と協働し、イベン
トを通し、環境保全の普及啓発を推進する。
　①環境基本計画の進捗管理
　②「佐渡市の環境」の作成
　③環境講演会等の開催

将来ビジョン １．産業の振興　(1)農林水産業の振興 H26：重点●政策○ -
H27施政方針 該当無し H27：重点●政策○ -

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

環境基本法
例規
等

佐渡市環境基本条例

1205

事務事業名 環境基本計画推進事業 開始年度 平成17 終了年度 未定

平成28年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成27年度実績） 担当課 12環境対策課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 7150 事務事業コード



◆事務事業を構成する細事業の評価◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 減額

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

環境基本計画については、平成28年度が計画期間終了となり、改定に向けた作業を平成27年度か
ら進める必要がある。環境審議会、環境基本計画推進本部、エコアイランド推進協議会と連携して、
改定作業を進めたい。計画の改定内容についても、大幅なものはあまり検討していない状況である
が、現行計画の検証作業と同時に行い、実効ある計画にしていきたい。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

4

環境フェア（環境講演会）開催事
業

Ｂ Ｂ Ａ

主催エコアイランド推進協議会、共催市・地域振興局で広く環境問題の意識
啓発を行うため環境イベントを開催している。多くの参加者を望めるようにし
ていきたい。平成27年度はアミューズメント佐渡で環境フェアを開催した。平
成28年度は産業振興課と連携してイベントの開催を予定している。

3

エコアイランド推進協議会

Ｂ Ｂ Ａ

佐渡市環境基本条例において、市民の自発的活動の促進が謳われている
が、現状はそこまで至っていない。エコアイランド推進協議会の事業実施を
通して市民の環境意識の高揚を図るとともに事業の定着を図る。

2

環境基本計画策定事業
法定
義務

環境基本計画の策定については、佐渡市環境基本条例により、策定が義務
付けられている。平成28年度中に策定、公表を行い、平成29年度において
は、印刷製本を予定している。

1

環境審議会運営事業
法定
義務

Ｂ Ａ

佐渡市環境基本条例において審議会の設置、開催が規定されている。必要
に応じて開催することとなっており、平成28年度は、次期計画策定のための
会議を3回予定している。平成29年度においても、計画策定直後であり、2回
を予定している。

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
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　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策


